
活躍する現役匝高生
美術部～今年も全国総合文化祭へ出展

　和歌山県で開催された、第45回全国高等学校総合文
化祭に、美術部３年越川諒

りょうこ

子さん（＝写真左）の油彩
が、千葉県代表として出展されました。越川さんは、
昨年に引き続き２度目の千葉県代表となりました。な
お、同窓会では、越川さんの作品を紹介した本校ＰＲ
ポスター（＝写真上）を作成し、近隣中学校等へ配布
しました。

（関連記事７ページ）

第 55号

同窓会報年１回発行☆各家庭に１冊配付☆
最新情報はHPへ !「同窓さふさ」で検索

2021年12月 発 行
（令和３年12月）

千葉県立匝瑳高等学校
同 窓 会 事 務 局

〒289−2144  千葉県
匝瑳市八日市場イ1630
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代表：阿曽　博通

同窓会ホームページはまもなくリニューアルします
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匝
瑳
高
等
学
校
同
窓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
3
年
度
の
匝
瑳
高

等
学
校
同
窓
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
は
青
春
時
代
を
匝
瑳
中
・
高
校
に
て

同
じ
学
び
舎
で
過
ご
し
た
と
い
う
共
通
点
を
持

つ
会
員
の
集
ま
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
匝

瑳
高
校
と
言
え
ば
蔦
の
校
舎
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
、
私
達
の
年
代
か
ら
は
そ
の
校
舎
に
て
学

ん
だ
年
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

入
学
前
に
、
蔦
の
校
舎
は
解
体
さ
れ
、
現
在
の

正
面
玄
関
前
の
体
育
館
の
基
礎
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
蔦
の
校
舎
を
見
た

こ
と
の
な
い
同
窓
会
員
の
方
が
数
多
く
な
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
生
や
先

輩
か
ら
は
蔦
の
校
舎
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
色
々

聞
か
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
大
変
親
し
み
が
あ
る
校
舎
で
す
。
在
校
中

に
あ
っ
た
創
立
50
周
年
の
記
念
品
も
蔦
の
校
舎

を
か
た
ど
っ
た
文
鎮
で
あ
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
が
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
90
年
余
、

「
至
誠 

剛
健 

快
活 

高
雅
」
の
母
校
の
発
展
を
願

い
、
こ
の
長
い
、
心
温
ま
る
歴
史
を
持
つ
同
窓

会
は
、
今
も
色
々
な
意
味
で
成
長
を
続
け
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
ま
も
な
く
創
立
1
0
0
周
年
が
近
づ

い
て
お
り
ま
す
。
創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
て
、

同
窓
会
で
は
H
P
の
改
修
や
会
報
誌
「
さ
ふ
さ
」

で
積
極
的
な
情
報
発
信
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

匝
瑳
高
校
に
は
歴
史
の
積
み
重
ね
が
有
り
、
政

界
や
経
済
界
を
は
じ
め
各
界
で
活
躍
す
る
数
多

く
の
会
員
の
皆
様
が
お
り
ま
す
。
同
窓
会
支
部
も

匝
陵
会
、
旭
匝
会
、
銚
匝
会
の
ほ
か
数
々
の
近
隣

支
部
、
京
葉
支
部
、
匝
東
会
な
ど
地
域
社
会
を
は

じ
め
多
く
の
地
域
で
卒
業
生
が
活
躍
し
て
お
り
、

今
後
も
是
非
と
も
強
固
な
連
帯
の
た
め
に
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
強
固
な
連
帯
は
、

本
同
窓
会
会
員
に
と
っ
て
意
義
あ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
更
に
は
、
母
校
に
学
ぶ
現
役
の
生
徒

諸
君
に
と
っ
て
の
豊
か
な
学
校
生
活
を
支
え
る

大
き
な
力
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
が

続
く
な
か
、
第
5
波
で
は
医
療
崩
壊
も
叫
ば
れ
、

気
軽
に
人
と
会
え
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

例
年
6
月
開
催
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
は
2

回
連
続
中
止
、
そ
し
て
年
2
回
開
催
の
「
同
窓

会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
に
つ
い
て
も
昨
年
5
月
よ

り
4
回
連
続
中
止
と
な
る
な
ど
、「
行
事
の
中
止
」

と
い
う
苦
渋
の
決
断
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
人

は
多
少
の
異
常
事
態
が
発
生
し
て
も
、
そ
れ
を

正
常
な
範
囲
内
と
と
ら
え
大
丈
夫
だ
と
判
断
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、『
自
分

は
感
染
し
な
い
、
感
染
し
て
も
大
丈
夫
だ
』
な

ど
と
思
わ
ず
、
三
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

手
洗
い
を
励
行
し
、
元
気
な
姿
で
再
び
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。

　

2
0
2
2
年
5
月
の
ゴ
ル
フ
大
会
、
続
く
6

月
の
同
窓
会
総
会
は
、
参
加
者
の
皆
様
に
よ
り

一
層
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
役
員
一
同
企

画
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
笑
顔
で
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
切
に
願
う
と
と
も
に
、
多
く
の
皆
様

の
ご
参
加
を
役
員
一
同
、
心
か
ら
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度　

役
員

会

長

阿
曽
　
博
通
（
高
29
）
新

副

会

長

太
田
　
雅
之
（
高
29
）
新

匝
陵
会
会
長

実
川
　
俊
一
（
高
21
）

旭
匝
会
会
長

石
毛
　
　
理
（
高
20
）

銚
匝
会
会
長

押
尾
　
　
幹
（
高
29
）

横
匝
会
会
長

押
田
　
明
裕
（
高
29
）

多
古
町
匝
高
会
会
長

石
井
　
　
稔
（
高
18
）

京
葉
支
部
会
長

須
郷
　
隆
雄
（
高
17
）

匝
東
会
会
長

渡
邊
　
　
満
（
高
28
）
新

干
潟
支
部
会
長

大
木
　
茂
雄
（
高
25
）

野
栄
支
部
会
長

加
瀬
　
正
彦
（
高
24
）

飯
匝
会
会
長

椎
名
　
重
基
（
高
18
）

光
支
部
会
長

加
瀬
　
　
操
（
高
17
）

海
上
支
部
会
長

工
藤
　
博
孝
（
高
11
）

四
街
道
支
部
会
長

監

事

中
村
　
正
平
（
高
25
）

平
山
　
儀
幸
（
高
33
）
新

総
務
部
長

小
関
　
和
雄
（
高
29
）
新

文
化
部
長

飯
島
　
美
恵
（
高
17
）

体
育
部
長

小
林
　
和
之
（
高
29
）
新

会
報
編
集
委
員
長

酒
井
　
直
光
（
高
29
）
新

事
務
局
長

宇
野
　
典
男
（
高
30
）

会

計

小
林
　
千
尋
（
高
57
）

書

記

青
澤
　
晴
美
（
高
32
）

顧

問

小
西
　
　
薫

校
長

江
口
　
勝
美

全
日
制
副
校
長

滝
澤
　
　
剛

全
日
制
教
頭

佐
々
木
清
文

定
時
制
教
頭

石
塚
　
千
晶

事
務
長

参

与

南
波
　
　
隆
（
高
28
）
新

従
来
の
方
々
に
加
え

　新型コロナウィルスの影響により、感染防止
の観点から、本年度も同窓会の各種行事・活動
が制限されています。毎年６月の第４日曜日に
開催される定期総会も、昨年度に引き続き、開
催できませんでした。
　書面決議により承認された、今年度の役員人
事、事業について報告します。

連 続 総会中止

お知らせします

阿曽　博通 会長
（高29）

会
長
あ
い
さ
つ

   

強
固
な
連
帯
を
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収入の部　合計 5,045,000 円
支出の部　合計 5,045,000 円

差引残高 0 円

収入の部　合計 4,022,902 円
支出の部　合計 3,447,564 円

差引残高 575,338 円

令和２年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計決算書
（自　令和２年４月１日　　至　令和３年３月31日）

令和３年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計予算案
（自　令和３年４月１日　　至　令和４年３月31日）

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
前年度繰越金 575,338 747,162 ▲ 171,824 前年度から繰り越し

会 費 1,600,000 1,500,000 100,000

入 会 金 804,000 822,000 ▲ 18,000 全日制264名　定時制４名

繰 入 金 2,000,000 2,000,000 0 京葉銀行スーパー定期

寄 付 金 61,659 73,820 ▲ 12,161 さふさ広告

雑 収 入 4,003 4,018 ▲ 15 名簿売上、預金利息

収 入 の 部 計 5,045,000 5,147,000 ▲ 102,000

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
会 議 費 400,000 550,000 ▲ 150,000 総会、文化部、支部総会

事 務 費 177,000 120,000 57,000 事務通信費、印刷費

旅 費 40,000 60,000 ▲ 20,000 会務旅費（学校/会長）

慶 弔 費 30,000 30,000 0 役員等

振 込 手 数 料 30,000 25,000 5,000 会費振込手数料

会 報 発 行 費 3,100,000 3,100,000 0 印刷費、発送費

補 助 費 1,000,000 1,000,000 0 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 169,840 166,752 3,088 ホームページの管理

予 備 費 98,160 95,248 2,912

特 別 会 計 へ 0 0 0

支 出 の 部 計 5,045,000 5,147,000 ▲ 102,000

特別会計 （単位：円）

備　考
前 年 度 繰 越 13,086,611 13,086,611

支 出 の 部 2,000,000 一般会計へ

収 入 の 部 0 一般会計より

次 年 度 繰 越 11,086,611

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
前年度繰越金 747,162 747,162 0

会 費 収 入 1,500,000 1,988,737 488,737

入 会 金 収 入 822,000 819,000 ▲ 3,000 全日制267名　定時制６名

繰 入 金 2,000,000 0 ▲ 2,000,000 京葉銀行スーパー定期

寄 付 金 収 入 73,820 460,000 386,180 寄付・さふさ54号広告掲載料

雑 収 入 4,018 8,003 3,985 名簿売上・利子

収 入 の 部 計 5,147,000 4,022,902 ▲ 1,124,098

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
会 議 費 550,000 114,653 435,347 総会・文化部会・支部総会

事 務 費 120,000 37,309 82,691 事務通信費・印刷費

旅 費 60,000 0 60,000 会務旅費

慶 弔 費 30,000 4,400 25,600

振 込 手 数 料 25,000 28,317 ▲ 3,317 会費振込手数料

会 報 発 行 費 3,100,000 2,904,367 195,633 印刷費・発送費

補 助 費 1,000,000 188,678 811,322 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 166,752 169,840 ▲ 3,088

予 備 費 95,248 0 95,248

特 別 会 計 へ 0 0 0

支 出 の 部 計 5,147,000 3,447,564 1,699,436

特別会計 （単位：円）

科　目 収　入 支　出 備　考
一般会計へ 0 0

定期預金受取利息 687 千葉銀行／京葉銀行

定期預金預け入れ 687

合　計 687 687

財産目録 （▲印：減、単位：円）

R2年3月31日 R3年3月31日 差　額

一般会計 現金 306,622 361,582 54,960

ゆうちょ銀行　当座預金 155,548 115,968 ▲ 39,580

ゆうちょ銀行　通常貯金 284,992 97,788 ▲ 187,204

一般会計　合計 747,162 575,338 ▲ 171,824
特別会計 千葉銀行　定期預金 3,032,527 3,032,785 258

京葉銀行　スーパー定期 5,053,397 5,053,826 429

京葉銀行　スーパー定期 0 0 0

ゆうちょ銀行　定額貯金 5,000,000 5,000,000 0

千葉興業銀行　スーパー定期 0 0 0

特別会計　合計 13,085,924 13,086,611 687
総　　資　　産 13,833,086 13,661,949 ▲ 171,137

同
窓
会
の
定
例
総
会
は
、
毎
年
６
月

の
第
４
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
４
年
度
は
６
月
26
日
に
開
催

し
ま
す
。 コロナ禍 で 2 年

同窓会活動を
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総会資料

令和２年度　事業報告

本部関係 事業内容 会　場
２.６.28 定例総会 中止 書面開催
２.９.４ 第１回総務部会（拡大役員会として実施）
２.11.　 第２回総務部会 中止

３.２.６ 新年幹事会 中止 ２度延期
書面開催

３.３.５ 全日制同窓会入会式　高73回 事務局が代行 体育館

３.３.６
全日制卒業式 体育館
定時制卒業式・同窓会入会式　定67回 食　堂

３.４.７
全日制入学式 体育館
定時制入学式 食　堂

３.４.　 第３回総務部会 中止
３.５.　 幹事会 書面開催

３.６.26 母校文化祭（蔦陵祭）
※ギャラリーの公開、PTAバザーへの協力は中止

一般公
開なし

３.６.　 ホームページ更新

体 育 部 事業内容 会　場
２.７.12 第１回体育部会
２.９.11 第２回体育部会
２.10.　 第20回シニアゴルフ大会 中止（学年ごとに…）
３.１.31 第３回体育部会
３.４.　 第４回体育部会 中止
３.５.　 第25回親睦ゴルフ大会 中止（学年ごとに…）
３.６.12 体育部会引継式 応接室

文 化 部 事業内容 会　場
２.７.　 第１回文化部会 中止
３.５.　 第２回文化部会 中止

会　　報 事業内容 会　場
２.８.20 第１回会報編集委員会 応接室
２.10.９ 第２回会報編集委員会 応接室
２.10.19 第３回会報編集委員会 応接室
２.11.　 さふさ54号発行

令和３年度　事業計画

本部関係 事業内容 会　場
３.６.27 定例総会 中止
３.７.　 第１回総務部会　 西城館
３.11.　 第２回総務部会 西城館
４.２.５ 新年幹事会 梅田家
４.３.７ 全日制同窓会入会式　高74回 体育館

４.３.８
全日制卒業式 体育館
定時制卒業式・同窓会入会式　定68回 食堂

４.４.７
全日制入学式　　 体育館
定時制入学式　 食堂

４.４.　 第３回総務部会　 西城館
４.５.　 幹事会 西城館

４.６.25 母校文化祭（蔦陵祭）
ギャラリーの公開、ＰＴＡバザーへの協力 ギャラリー

４.６.　 ホームページ更新

体 育 部 事業内容 会　場
３.７.　 第１回体育部会
３.９.　 第２回体育部会
３.10.　 第21回シニアゴルフ大会
４.１.　 第３回体育部会
４.４.　 第４回体育部会
４.５.　 第26回親睦ゴルフ大会
４.６.　 体育部会引継式

文 化 部 事業内容 会　場
３.７.　 第１回文化部会 西城館
４.５.　 第２回文化部会 西城館

会　　報 事業内容 会　場
３.８.　 第１回会報編集委員会 応接室
３.10.　 第２回会報編集委員会 応接室
３.11.　 第３回会報編集委員会 応接室
３.12.　 さふさ55号発行

令和２年度　事業報告

支部関係 支部名 会　場
２.７.　 匝陵会豊和支部　 中止
２.７.　 匝陵会匝瑳支部　 中止
２.７.　 四街道支部　 中止
２.８.　 干潟支部　 中止
２.８.　 野栄支部　 中止
２.８.　 旭匝会　 中止
２.８.　 光支部　 中止
２.８.　 多古町匝高会 中止
２.９.　 匝陵会吉田支部　 中止
３.４.　 匝東会　 中止
３.５.　 京葉支部　 中止
３.５.　 飯匝会　 中止
３.６.　 匝陵会総会　　 吾妻庵
３.６.　 横匝会　 富士屋

匝陵会中央支部（西城会）
海上支部
銚匝会
匝陵会豊栄支部

令和３年度　事業計画

支部関係 支部名 会　場
３.７.　 匝陵会豊和支部　 宇しろ
３.７.　 匝陵会匝瑳支部　 内山屋
３.７.　 四街道支部　 四街道文化センター
３.８.　 干潟支部　 嘉儀屋
３.８.　 野栄支部　 岩沢
３.８.　 旭匝会　 昇月
３.８.　 光支部　
３.８.　 多古町匝高会 萬勢庵
３.９.　 匝陵会吉田支部　 紫季
４.４.　 匝東会　 アルカディア市ヶ谷
４.５.　 京葉支部　 ホテルミラマーレ
４.５.　 飯匝会　 幸喜
４.６.　 匝陵会総会　　 吾妻庵
４.６.　 横匝会　 富士屋

匝陵会中央支部（西城会）
海上支部
銚匝会
匝陵会豊栄支部

～支部の活動～
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創立90周年教育助成事業
第７期（自令和２年４月１日　至令和３年３月31日）　事業決算

（単位：円）

収入の部 支出の部
第７期事業費 1,200,000 理数科振興費 137,096
奨学金の一部返金 20,000 文化的事業の助成 384,206
決算利息 65 大学進学者対象奨学金 150,000

定時制生徒の教育支援 4,800
教育助成事業会計へ繰入 543,963

合　計 1,220,065 1,220,065

　総額は1,200万円。120万円を年間の事業予算として、教育助成事業を行うものとし、
・ 全日制においては、進学指導重点校としての教育活動費用を援助する。
・ 定時制においては、厳しい教育環境下にいる生徒の教育活動の活性化を援助する。
・ 奨学金は、５万円（給付４万円・貸与１万円）

財産目録（教育助成事業）
（単位：円）

Ｒ２年３月31日 Ｒ３年３月31日
普通預金
　銚子信金　八日市場支店 6,658,155 6,002,118

合　計 6,658,155 6,002,118

創立90周年記念事業残余金
（単位：円）

収入の部
決算利息 46 次年度繰越 46

合　計 46 合　計 46

・90周年記念事業の残余金については、100周年記念事業の準備資金として同窓会が管理する。

財産目録（創立100周年記念事業準備金）
（単位：円）

Ｒ２年３月31日 Ｒ３年３月31日
普通預金
　銚子信金　八日市場支店 4,659,350 4,659,396

合　計 4,659,350 4,659,396

創立90周年記念教育助成事業第８期
（単位：円）

収入の部 支出の部
第７期からの繰越金 6,002,118 普通預金（銚子信金） 4,842,180
奨学金の一部返金 40,000 第８期事業 1,200,000
決算利息 62

合　計 6,042,180 合　計 6,042,180

第８期（令和３年度）事業予算
収入の部 （単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
第８期事業費 1,200,000 1,200,000 0 令和３年度教育助成事業費

合　計 1,200,000 1,200,000 0
支出の部 （単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
理数科振興費 380,000 380,000 0 理数科の課題研究補助
教育補助費 500,000 500,000 0 文化的事業の助成
奨　学　金 200,000 200,000 0 大学進学者対象奨学金
定時制振興費 120,000 120,000 0 定時制生徒の教育支援

合　計 1,200,000 1,200,000 0

創立90周年記念事業残余金
（単位：円）

収入の部 備　考
前期繰越金 4,659,396
決算利息 46

合　計 4,659,442 銚子信金　八日市場支店

　

昨
年
同
様
、
同
窓
会
総
会
が
開
催

で
き
ず
、
た
い
へ
ん
残
念
で
す
。
令

和
２
年
度
の
同
窓
会
の
会
議
、
行
事

を
悉
く
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
何
卒
ご

了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
個
々
の
生
活
は
異

な
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
状

況
は
、
一
様
に
厳
し
い
も
の
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
並
々
な
ら
ぬ
困
難
な

状
況
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
強
く
意

識
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、「
絆
」
で
す
。

同
窓
会
長
の
役
割
も
、
ま
さ
に
同
窓

の
諸
先
輩
や
後
輩
の
皆
様
、
と
り
わ

け
高
28
回
の
同
窓
諸
君
の
絆
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
今
日
ま
で
来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
64
歳
以
下

の
者
ま
で
、
そ
の
対
象
が
広
げ
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
が
万
能
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

は
理
解
し
つ
つ
も
、
そ
こ
に
一
つ
の

光
明
が
見
え
る
の
も
事
実
で
す
。
大

勢
の
人
が
、
安
心
し
て
集
う
こ
と
の

で
き
る
日
も
、
そ
う
遠
く
は
な
い
と

確
信
し
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
社
会
が
再
び
到
来

す
る
こ
と
、
匝
瑳
高
等
学
校
に
お
け

る
教
育
活
動
が
支
障
な
く
進
め
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
そ

し
て
匝
瑳
高
等
学
校
同
窓
会
が
、
こ

の
困
難
な
時
を
越
え
、
更
に
発
展
し
、

会
員
が
強
い
絆
で
結
ば
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

クラス 氏　名

Ａ 八木　　葉

Ｂ 伊藤　吏央

Ｃ 矢部春之介

Ｄ 半田　　翔

Ｅ 若月　優斗

Ｆ 丸山　和真

Ｇ 佐藤　拓海

Ｐ 佐藤　　翔

同窓会幹事（全日制：第73回／定時制：第67回）

令和２年度卒業し、同窓会幹事となった
方々は次のとおりです。

南波　　隆
（高28）

令
和
２
年
度

　

同
窓
会
長
退
任
あ
い
さ
つ

「
強
い
絆
で
」
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着
任
2
年
目
と
な
り
ま
し
た
校
長

の
小
西
薫
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

本
校
の
教
育
活
動
に
際
し
ま
し
て
、

物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
御
支

援
・
御
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
同
窓

会
の
皆
様
に
お
目
に
か
か
る
機
会
も

限
ら
れ
、
直
接
御
礼
を
申
し
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ず
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
収
束
の
み
ら
れ
な
い
中
、
学
校

は
、
4
月
よ
り
で
き
る
限
り
の
感
染

防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
何
と
か
継

続
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
校
内

で
も
感
染
者
が
出
ま
し
た
が
、
職
員
・

生
徒
と
も
に
感
染
防
止
対
策
を
し
っ

か
り
と
と
っ
て
い
た
た
め
、
校
内
で

の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
は
起
こ
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
教
育
活
動
へ
の
影
響
は
少

な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
県
教
育
委
員

会
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
生
徒
・
職

員
は
毎
朝
の
検
温
と
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
授
業
中
は
な
る
べ
く
生
徒
同
士

の
会
話
は
控
え
、
昼
食
時
は
黙
食
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
で
は
、

新
入
生
と
教
職
員
の
み
で
入
学
式
を

行
い
、
蔦
陵
祭
（
文
化
祭
）
は
日
程

を
1
日
に
短
縮
し
、
校
内
公
開
の
み

で
実
施
し
ま
し
た
。
部
活
動
も
活
動

日
数
や
時
間
の
制
限
の
中
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
、
熱
意
あ
る
教

職
員
の
指
導
の
も
と
、
匝
高
生
は
一

所
懸
命
に
学
習
や
学
校
行
事
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
美

術
部
の
越
川
諒
子
さ
ん
（
3
年
生
）

の
油
絵
が
2
年
連
続
で
千
葉
県
代
表

に
選
ば
れ
、
8
月
の
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
に
出
展
し
ま
し
た
。
ま

た
、
弓
道
部
の
鈴
木
理
晏
さ
ん
（
2

年
生
）
が
、
4
月
に
行
わ
れ
た
関
東

高
等
学
校
弓
道
大
会
千
葉
県
予
選

会
で
女
子
個
人
3
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
陸
上
部
の
佐
藤
未
空
さ

ん
が
、
9
月
に
行
わ
れ
た
千
葉
県
高

等
学
校
新
人
体
育
大
会
陸
上
競
技
大

会
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
4
位
に
入

賞
し
、
関
東
大
会
出
場
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

匝
高
は
今
年
で
創
立
98
年
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築

き
上
げ
、
脈
々
と
受
け
継
い
で
こ
ら

れ
た
「
文
武
両
道
」
の
精
神
を
こ
れ

か
ら
も
継
承
す
る
と
と
も
に
、「
至

誠
」「
剛
健
」「
快
活
」「
高
雅
」
の

校
訓
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
全
日
制

の
課
程
、
定
時
制
の
課
程
の
特
色
を

活
か
し
、「
学
習
意
欲
の
向
上
と
学

力
の
伸
長
」、「
望
ま
し
い
生
活
習
慣

の
確
立
と
自
主
・
自
律
の
精
神
の
涵

養
」、「
生
徒
の
能
力
を
引
き
出
す
進

路
指
導
の
実
現
」「
部
活
動
や
学
校

行
事
の
充
実
」
を
重
点
目
標
に
、
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
創
立
１
０
０
年
を
迎
え

る
伝
統
校
と
し
て
、
諸
先
輩
方
の
御

期
待
に
添
え
る
よ
う
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

御
指
導
・
御
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教科 職名 氏　名 卒回
全日制

校　長 小　西　　　薫
副校長 江　口　勝　美
教　頭 滝　澤　　　剛

国
　
語

教
　
諭

平　山　淳　一 高32
青　澤　晴　美 高32
伊　藤　好　江
津　幡　尚　子
倉　田　兼　佑
門　倉　美　波
佐　藤　弘　之

地
歴
公
民

教
　
諭

田　村　公　孝
堀　江　克　浩 高34
髙　橋　　　務
清　宮　啓　太
大　木　宏　之 高27
鈴　木　　　智 高30
小　鷲　之　博

数
　
学

教
　
諭

伊　藤　秀　幸 高32
木　内　俊　夫 高33
野　本　貴　志
津　嶋　康　徳

教科 職名 氏　名 卒回

数
　
学

教
　
諭

大　塚　俊　介
八　木　裕　樹 高59
宮　内　瑛　之
宇　野　典　男 高30

理
　
科

教
　
諭

渡久山　朝　一 高35
渡　邉　幸　雄 高36
中　村　八栄子
角　田　利　幸 高54
小　林　千　尋 高57
青　木　侑　弘
田　邊　　　等
向　後　伸　志

臨任 武　蔵　和　人

保
健
体
育

教
　
諭

加　瀬　　　聡
越　川　恭　伸
松　本　剛　史 高40
金　杉　恭　尚 高51
平　山　尚　樹
西　倉　悠　作

音楽 教諭 吉　井　幸　子
美術 教諭 藤　崎　和　紀
書道 教諭 鈴　木　恵　介

教科 職名 氏　名 卒回

英
　
語

教
　
諭

磯　貝　真規子
根　本　良　明
矢　部　敬　子 高42
仲　條　秀　和 高53
園　山　里　佳
及　川　千　裕 高62
上　田　大　樹
吉　井　大　和 高67
塚　本　雅　之

家庭 教諭 加　藤　綾　子

養護教諭
外　口　有　子
髙　木　綾　子

実習助手
宇　井　昌　子
榊　原　紫　乃
中　野　由　梨

英　語

非常勤

安　藤　以知朗
美　術 斉　藤　俊　一 高41
中国語 姜　　　寅　星
韓国語 金　　　美　成
英　語 ＡＬＴ ベンジャメン･アーデン
ＳＳＷ 高　田　俊　彦
Ｓ　Ｃ 西　岡　浩　史
事務長 石　塚　千　晶
主　査 及　川　佳　司
副主査 石　橋　潤　子 高55

教科 職名 氏　名 卒回
主　事 石　橋　知　也

嘱託技能員
石　橋　美　信
竹　内　正　已
椿　　　君　夫

就学支援
松　井　八重子
大　沼　　　勤
定時制

教　頭 佐々木　清　文

国語 教
　
諭

多　田　達　子
須　合　美　保

社会
小　川　耕　一 高33

臨任 小　林　克　佳 高69
数学

教
　
諭

小　山　純　平
理科 星　　　　　光
保体 卯　月　博　幸
英語 朝　日　惣一郎

養護
坂　本　光　花

臨任 戸　成　智　絵
充て指導主事 六　川　　　俊
主　査 高　野　善　美 高43

校長　小西　　薫

学
校
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り
　　
～～  

母
校
の〝
今
〟

母
校
の〝
今
〟  

～～

令和３年度  教職員名簿（全日制・定時制）

校
長
あ
い
さ
つ
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
匝
高
」
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令和２年度卒業生の進路状況

 国公立大学29名合格！
　令和２年度卒業生は、大学入学共通テストの１期生となりまし
たが、筑波大学や千葉大学など、29名が国公立大学に合格（うち進
学は24名）と健闘しました。
　国公立大学は、筑波（１）、千葉（２）、茨城（１）、千葉県立保健医
療（３）、弘前（５）、山形（２）、福島（１）、新潟（１）、信州（２）、静岡

（１）、高知（１）、宮崎（２）、釧路公立
（１）、秋田公立美術（２）、高崎経済
（１）、埼玉県立（１）、長野（１）、長野県
立（１）の計29名が合格。
　私立大学では、早稲田（２）、青山学
院（３）、学習院（１）、中央大（３）、明治

（２）、東京理科（３）など、延べ497名
が合格しました。
　引き続き、１人でも多くの生徒が進
路希望を叶えられるよう、全職員一丸
となって指導を行ってまいります。
� （進路指導主事　角田利幸）

卒業生の進路先一覧�（実人数）

令和
２年度

令和
元年度

平成
30年度

国公立大 24 19 30
私 立 大 186 181 179
短　　大 6 8 10
専門学校 27 34 41
公 務 員 8 9 6
大 学 校 1 1 0
留　　学 0 1 0
民間就職 5 1 2
予備校等 10 18 33
総　　数 267 272 301

芸能界で活躍する同窓生

千
葉
県
代
表
・
越
川
さ
ん

　

７
月
31
日
～
８
月
４
日
に
和
歌
山

県
で
開
催
さ
れ
た
、
第
45
回
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
に
参
加
し
た
越

川
さ
ん
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

「
昨
年
・
今
年
と
2
年
連
続
で
、
千

葉
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
・

工
芸
作
品
展
に
お
い
て
千
葉
県
代
表

に
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
高
知
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
現
地

へ
行
く
こ
と
が
で
き
ず
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
り
、
全
国
の
高
校
生
と

互
い
の
作
品
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
感
想
を
送
り
合
い
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
今
年
は
現
地
で
の
開
催
が

実
現
と
な
り
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

高
校
生
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

し
っ
か
り
と
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
気
を
許
せ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
中
で
も
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
日
頃
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ

る
全
て
の
皆
様
に
感
謝
を
し
て
い
ま

す
。」近

年
の
美
術
部
の
参
加

●
令
和
2
年
度　

第
44
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
高
知
県
）　

※
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

3
年　

加
瀬　

明
日
風
（
油
彩
）

3
年　

田
口　

舞
奈
（
油
彩
）

2
年　

越
川　

諒
子
（
油
彩
）

●
平
成
30
年
度　

第
42
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
長
野
県
）

3
年　

五
十
嵐　

叶
恵
（
油
彩
）

●
平
成
29
年
度　

第
41
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
宮
城
県
）

3
年　

工
藤　

夏
希
（
油
彩
）

●
平
成
28
年
度　

第
40
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
広
島
県
）

美
術
部
2
年
生
共
同
制
作
（
立
体
）

今
年
も
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
へ
出
展

美術部

…
陶
芸
の
靴
作
品

●
平
成
27
年
度　

第
39
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
滋
賀
県
）

3
年　

藤
崎　

香
奈
（
油
彩
）

3
年　

石
田　

七
海
（
油
彩
）

●
平
成
25
年
度　

第
37
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
長
崎
県
）　

3
年　

佐
藤　

元
気
（
油
彩
）

●
平
成
24
年
度　

第
36
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
富
山
県
）

3
年　

鈴
木　

蘭
菜
（
油
彩
）　

●
平
成
23
年
度　

第
35
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
福
島
県
）

3
年　

木
内　

友
加
里
（
油
彩
）

美
術
部
2
年
生
共
同
制
作
（
立
体
）

…
創
立
90
周
年
記
念
誌
の
表
紙
作
品

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
、
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
称
せ
ら

れ
る
大
会
で
す
。
令
和
３
年
度
も
美
術
部
３
年
越
川
諒
子
さ
ん
の
作
品
が

出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
美
術
部
は
近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
千
葉
県
代
表
と
し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。
２
年
連
続
で
出
展
と
な
っ
た
越
川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
美

術
部
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

　本校を卒業し、芸能界で芸人として、現在活躍され
ている方々を紹介します。

落語家��桂�右女助  〜  梅田勝之（高33）

　匝高卒業後、旅行添乗員・葬祭業を経て、落語家
になる。千葉大学文学部在学中の2015年に真打昇進。
　千葉文学賞「槇の家」・ちよだ文学賞「初音の日」・
湯河原文学賞「直木抄」。
　伊能忠敬の人間像を歴史的な観点から語る。（支部
総会でも講演〜京葉支部/四街道支部）

落語家��桂�竹千代  〜  横田隆宏（高57）

　明治大学文学部で学ぶ。在学中は落研に所属、コ
ンビを組んで漫才一筋。
　大学院終了間際に落語の奥の深さにのめり込む。
師匠の「武器を持て」の言葉で「古事記を落語に」。
文学修士の知識を生かし、難解で壮大な神話の世界
を面白おかしく語る。旭市観光大使。

コメディアン��鈴木もぐら  〜  鈴木翔太（高58）

　空気階段のボケ。キングオブコントでは３年連続し
て決勝に進出。
　キングオブコント2021で優勝。
　匝高在学時は、卓球部（桂竹千代の１年後輩）に所属。
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匝
瑳
高
校
で
の
3
年
間
は
当
時
伝

説
の
鬼
コ
ー
チ
の
い
た
剣
道
部
に
在

籍
し
、
心
身
共
に
辛
く
厳
し
い
稽
古

の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
不
屈
の

精
神
は
、
間
違
い
な
く
こ
の
時
期
に

培
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
亡
き
鬼

コ
ー
チ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
反
動
か
ら
大
学
4
年
間
は
法
学

部
に
在
籍
し
な
が
ら
も
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
で
日
本
国
中
の
山
を

縦
走
し
、
自
分
探
し
の
旅
と
し
て
は

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
学
生
時
代
の
経
験

は
今
日
の
街
づ
く
り
の
原
点
に
な
っ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
山
野
を
駆
け
巡
り
、
美
し

き
日
本
の
国
土
に
親
し
む
中
で
、
各

地
の
歴
史
や
文
化
、
政
治
や
経
済
を

知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
そ
の
地
域
に
住
む
人
々
の
暮

ら
し
振
り
や
家
庭
の
幸
福
感
を
も
感

じ
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
に
あ
た
り
20
年
余
り
を

振
り
返
り
自
ら
の
進
路
と
職
業
の
選

択
を
具
体
化
し
て
み
ま
し
た
。
剣
道

部
時
代
、「
佐
倉
」
の
武
道
具
店
を

時
々
訪
ね
、「
佐
倉
新
町
江
戸
勝
り
」

と
も
称
さ
れ
た
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
街
並
み
に
強

烈
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
自
己
分
析
の
結
果
が
、
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
の
「
街
づ
く
り
」
と

い
う
仕
事
で
あ
り
、「
山
万
」
と
い

う
会
社
へ
の
就
職
で
し
た
。
匝
瑳
高

校
剣
道
部
時
代
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ

た
「
佐
倉
」
の
記
憶
と
大
学
時
代
に

追
い
求
め
た
「
理
想
郷
づ
く
り
」
へ

の
欲
求
は
、「
リ
ク
ル
ー
ト
ブ
ッ
ク
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
山
万
」
の
会

社
案
内
に
「
ユ
ー
カ
リ
が
丘
」
の
開

発
構
想
を
見
た
と
き
に
、
完
全
に
重

な
り
武
者
震
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
倉
市
に
位
置
す
る
「
ユ
ー
カ

リ
が
丘
」
は
京
成
電
鉄
ユ
ー
カ
リ

が
丘
駅
を
中
心
と
し
て
、
南
北
約

2
5
0
h
a
に
及
ぶ
土
地
に
計
画
人

口
3
万
人
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
で

す
。
開
発
着
手
（
用
地
取
得
開
始
）

は
1
9
7
1
年
、
京
成
本
線
の
志
津

駅
と
臼
井
駅
の
間
に
ユ
ー
カ
リ
が
丘

駅
を
新
設
し
、
こ
の
駅
か
ら
南
北
方

向
に
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
「
山
万

ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
」
を
独
自
に
敷
設

す
る
こ
と
で
、
住
民
の
交
通
手
段
の

確
保
を
図
り
ま
し
た
。
路
線
バ
ス
の

運
行
は
排
気
ガ
ス
や
交
通
渋
滞
の
危

惧
が
あ
り
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
を
起

点
と
し
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
を
テ
ニ

ス
ラ
ケ
ッ
ト
状
に
結
ぶ
新
交
通
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
た
の
で
す
。

　

初
期
の
開
発
テ
ー
マ
は
、「
自
然

と
都
市
機
能
が
調
和
し
た
21
世
紀
の

新
・
環
境
都
市
」。
駅
前
は
千
葉
県

下
初
の
超
高
層
ビ
ル
群
を
築
き
、
低

層
部
分
に
は
商
業
・
医
療
・
文
化
施

設
な
ど
を
整
備
し
都
市
機
能
を
集
約

さ
せ
る
複
合
的
な
立
体
開
発
を
行
う

一
方
で
、
一
戸
建
て
を
中
心
と
し
た

住
宅
地
は
山
万
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
の

各
駅
か
ら
徒
歩
10
分
以
内
を
目
途
と

し
た
平
面
開
発
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

を
徹
底
し
ま
し
た
。

　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
と
他
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
と
の
大
き
な
違
い
は
、「
街

づ
く
り
」
に
徹
底
的
に
拘
っ
て
き

た
と
い
う
点
で
す
。
従
来
の
「
分
譲

撤
退
型
」
の
開
発
で
は
、
短
期
間
に

集
中
的
に
移
り
住
ん
だ
世
代
が
そ
の

ま
ま
一
気
に
高
齢
化
し
て
し
ま
い
、

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
の
「
オ
ー
ル
ド

タ
ウ
ン
」
化
現
象
が
全
国
的
に
現
れ

ま
し
た
。
一
方
、
山
万
の
ユ
ー
カ
リ

が
丘
開
発
で
の
選
択
は
「
企
業
と
し

て
の
合
理
性
」
で
は
な
く
、
長
期
時

間
軸
で
の
「
街
づ
く
り
」
で
あ
り
、

そ
の
手
法
は
「
分
譲
撤
退
型
」
で
は

な
く
「
街
の
成
長
管
理
型
」
で
あ
っ

た
の
で
す
。

　
「
ユ
ー
カ
リ
が
丘
」
で
は
分
譲
当

初
か
ら
年
間
の
供
給
戸
数
を
2
0
0

戸
程
度
と
し
て
39
年
間
定
量
供
給

を
続
け
て
来
ま
し
た
の
で
、
現
在

７
、８
５
０
世
帯
、
１
８
、８
０
０
人

余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
タ
ウ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
と
し
て
は
住
民
・

行
政
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
「
三

位
一
体
型
の
街
づ
く
り
」
が
必
要
と

捉
え
て
い
ま
す
。
実
際
、
私
を
含
め

た
役
員
・
社
員
の
半
数
近
く
は
ユ
ー

カ
リ
が
丘
内
に
居
住
し
、
各
種
団
体

の
活
動
に
も
参
加
し
な
が
ら
街
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。

　

2
0
1
5
年
、
国
連
が
採
択
し
た

持
続
可
能
な
開
発
目
標
「
S
D
G
s
」

17
の
目
標
の
11
項
目
め
で
「
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
さ
し
く
「
我
が

意
を
得
た
り
」
で
し
た
。
ユ
ー
カ
リ

が
丘
が
目
指
し
て
き
た
こ
と
そ
の
も

の
な
の
で
す
。
住
み
続
け
ら
れ
る
街

と
す
る
為
に
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
で
は

「
ユ
ー
カ
リ
が
丘
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ー
ク

ル
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
取
り
組
み
を
、

2
0
0
5
年
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
内

で
新
築
住
宅
に
住
み
替
え
る
際
に

は
、
自
宅
を
査
定
額
1
0
0
%
の
価

格
で
買
い
取
り
、
そ
れ
を
若
い
世
代

向
け
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
、
割
安

な
価
格
で
再
度
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
が
購
入
し
居
住
す
る

こ
と
で
そ
の
家
に
住
む
世
代
が
若
返

り
、
街
区
内
の
世
代
交
代
が
進
ん
で

い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
で

す
。
定
量
供
給
に
よ
り
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
全
体
と
し
て
の
年
齢
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
と
同
時
に
、
街
区
単
位
で
も
新

陳
代
謝
を
進
め
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
街
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

常
に
変
化
す
る
人
口
動
態
や
社
会

情
勢
等
を
踏
ま
え
た
「
住
み
続
け
ら

れ
る
街
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
為
、

林　新二郎
（高29）

中央大学法学部から
「山万」株式会社に入社。
現在は、取締役副社長

「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の

ユ
ー
カ
リ
が
丘
の
街
づ
く
り
」

紙上講演

同窓会総会で講演
いただく予定となっ
ていた内容を「同
窓さふさ」紙面でご
紹介いたします。
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高13回
　荒井  淳一

ユ
ー
カ
リ
が
丘
で

は
、
全
世
帯
対
象
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

定
期
的
に
実
施
し
、

中
長
期
的
な
経
営
戦

略
の
重
要
な
判
断
基

準
と
し
て
い
ま
す
。

1
9
9
9
年
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
保
育
所
の
必
要
性

が
明
確
で
し
た
。
無

認
可
保
育
所
と
し
て

開
設
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
ユ
ー
カ
リ

が
丘
駅
前
の
保
育

所
は
、
5
年
後
の

2
0
0
4
年
に
千
葉

県
の
民
設
認
可
保
育

所
第
1
号
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
化
対
策
と
し
て

は
、
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
て

「
総
合
福
祉
エ
リ
ア
」
を
展
開
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
2
0
1
7

年
に
は
医
療
機
関
と
し
て
病
院
を

傘
下
に
入
れ
、
昨
年
か
ら
は
訪
問

診
療
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
既
に

2
0
0
9
年
に
は
一
軒
一
軒
の
戸

別
訪
問
活
動
を
す
る
専
門
部
署
を

創
設
し
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
出
来
る
体
制
と

し
ま
し
た
。

　

日
本
全
体
と
し
て
少
子
高
齢
化

が
進
み
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
で
は
計
画

的
な
定
量
供
給
と
少
子
高
齢
化
対

策
を
始
め
と
す
る
各
種
の
対
策
に

よ
っ
て
、
未
だ
人
口
増
加
が
続
い

て
い
ま
す
。「
住
み
続
け
ら
れ
る
街

づ
く
り
」
の
社
会
実
験
と
も
言
え

る
こ
の
挑
戦
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、

ユ
ー
カ
リ
が
丘
は
更
に
拡
大
と
進

化
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
で
は
、

8
年
前
に
「
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
」

を
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
導
入
し

ま
し
た
が
、
今
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス「
こ
あ
ら
バ
ス
」と「
山
万
ユ
ー

カ
リ
が
丘
線
」
に
も
採
用
し
「
顔

パ
ス
乗
車
」
の
社
会
実
験
を
開
始

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
医
療
・
介
護
等
に
も
応
用

す
る
予
定
で
す
。

　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
で
は
、
国
内
に

理
想
と
す
る
事
例
が
な
い
こ
と
が

多
く
、
海
外
の
事
例
を
ア
レ
ン
ジ

し
な
が
ら
独
自
の
街
づ
く
り
を
し

て
来
ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
」
以

降
、
従
来
以
上
に
未
来
予
想
図
が

描
き
に
く
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
国
内
外
の
先
人
達
の
叡
智
に

学
び
な
が
ら
社
会
的
課
題
の
解
決

と
経
済
の
再
生
を
両
立
す
る
こ
と

が
出
来
る
「
住
み
続
け
ら
れ
る
街

づ
く
り
」
に
挑
戦
し
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
※ 

講
演
内
容
（
予
定
）
の
全
文
と

参
考
資
料
は
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

　同窓会員の皆様には、『同窓会報さふさ』の送
付の際、会費納入の振込用紙を同封して、終身
会費または年会費の振り込みをお願いしている
ところですが、会費振込に係る手数料の改定（払
込を現金で利用する場合の料金加算）について、
ゆうちょ銀行より案内が届きました。

令和 4 年 1 月 17 日（月）以降の会費納入に関
しては次のとおりとなります。 

 ・現金での振り込みは、支払者（会員）に加算
　料金 110 円が掛かります。… 今回の改定

※口座（通帳・カード利用）からの振り込みは、
　払込人の負担はありません。

　振込金額の多少に関わらず、定額の振込手数
料（ATM 152 円・窓口 203 円）が差し引かれ
て事務局に納入されます。複数口または終身会
費を納入していただけると、事務局としては助
かります。
　皆様の御協力をお願いいたします。

会費振込手数料が
変わります

同窓会事務局から
　　　　　　　　 お知らせ

現在の「ユーカリが丘」
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地域の皆さまへ
　　　健康と笑顔をお届けします

本社：匝瑳市八日市場イ 2411
http://www.mainichi1954.com

本社／〒289－2504　千葉県旭市ニの528 番地
　TEL 0479（62）1221　FAX 0479（63）7171
関東支店／〒260－0002　千葉県千葉市中央区旭町 24－8
　TEL 043（225）3730　FAX 043（225）4850
住宅事業部／旭ミサワホーム／〒289－2504　千葉県旭市ニの2119－1
　TEL 0479（63）7633　FAX 0479（63）7644
干潟リサイクル工場／〒289－0501　千葉県旭市清和乙 662
　TEL 0479（68）3420　FAX 0479（68）4756
URL：http://www.abeken.co.jp

代表取締役　阿 部 典 義  （高18回）

総合建設業

　

石
川
幸
永
氏
（
高
８
）
は
、
現

在
も
地
元
八
日
市
場
で
隔
年
開
催

さ
れ
る
『
匝
美
会
展
』
を
創
設
し

た
メ
ン
バ
ー
。
匝
高
卒
業
後
、絵
画
・

手
工
芸
な
ど
幅
広
く
表
現
活
動
に

取
り
組
み
、
国
内
外
に
数
多
く
の

作
品
を
発
表
し
て
作
家
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
90
回
第
一
美
術
展
へ
の
出
品

作
（
常
念
岳
Ｆ
１
０
０
号
）
が
国

際
最
重
要
作
家
作
品
と
し
て
、
セ

ザ
ン
ヌ
・
黒
田
清
輝
ほ
か
の
国
際

的
作
家
・
巨
匠
な
ど
と
肩
を
並
べ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
、「
妙
義
山
Ｆ
20
号
」

が
世
界
基
準
国
際
芸
術
文
化
協
会

よ
り
世
界
選
奨
大
賞
に
選
ば
れ
、

同
協
会
監
修
の
『
近
代
日
本
美
術

総
覧
』
に
明
治
以
降
の
日
本
を
代

表
す
る
芸
術
家
30
名
の
1
人
と
し

て
作
品
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
30
名
は
次
の
と
お
り
。

　

石
川
幸
永
・
上
村
松
園
・
梅
原

龍
三
郎
・
小
倉
遊
亀
・
織
田
廣
喜
・

片
岡
球
子
・
川
合
玉
堂
・
川
崎
春
彦
・

岸
田
劉
生
・
熊
谷
守
一
・
黒
田
清
輝
・

小
磯
良
平
・
郷
倉
和
子
・
佐
伯
祐
三
・

島
田
章
三
・
下
村
観
山
・
鈴
木
竹
柏
・

高
橋
由
一
・
高
山

辰
雄
・
竹
久
夢
二
・

東
郷
青
児
・
富
岡

鉄
斎
・
中
路
融
人
・

中
山
忠
彦
・
東
山

魁
夷
・
菱
田
春
草
・

福
王
寺
法
林
・
福

田
平
八
郎
・
安
井

曾
太
郎
・
横
山
大

観

�

南　

隆
一
（
高
17
）

 　
 

石
川　
幸
永 

さ
ん
（
高
８
回
）

　
  

国
際
最
重
要
作
家
と
し
て
活
躍
中

　

令
和
２
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
同
窓
会
主
催

の
ゴ
ル
フ
大
会
が

２
回
と
も
中
止
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

名
以
上
の
参
加
者

が
あ
り
、
そ
の
一

人
一
人
の
ご
厚
意

で
寄
付
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で

き
て
い
た
。
参
加

者
数
の
多
さ
か
ら
、

多
額
の
寄
付
と

な
り
、
匝
瑳
高
等

学
校
の
生
徒
、
職

員
そ
し
て
同
窓
会

の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
、
高
28
回
の
同
窓

会
役
員
で
話
し
合
っ
た
。
そ
の
時
、

二
八
会（
に
っ
ぱ
ち
か
い
）で
、募
っ

て
は
ど
う
か
と
い
う
案
が
出
さ
れ

た
。

　
「
二
八
会
」、
初
回
は
「
二
八
会

ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」

で
始
ま
っ
た
。
最
近
参
加
し
た
私

は
、
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
知

ら
な
か
っ
た
。
今
回
、
こ
の
記
事

を
書
く
に
当
た
っ
て
、
メ
ン
バ
ー

に
相
談
す
る
と
、
古
参
の
一
人
が

詳
細
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
「
二
八
会
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
は
、

１
９
８
４
年
９
月
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
第
１
回
は
、
８
名
の
参
加

者
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
参
加
者

も
増
え
、
延
べ
45
名
が
参
加
し
て

い
る
。
途
中
数
年
の
中
断
は
あ
っ

た
も
の
の
、
１
９
９
８
年
以
降
は
、

毎
回
20
名
前
後
の
参
加
者
が
い
る
。

２
０
１
６
年
以
降
は
、
年
２
回
開

催
す
る
こ
と
が
定
着
し
た
。

　
「
同
級
生
と
の
ラ
ウ
ン
ド
は
楽

し
い
。
10
代
に
立
ち
返
り
、
青
春

時
代
の
話
に
花
が
咲
く
。
健
康
で

い
ら
れ
る
こ
と
を
同
期
の
友
人
と

喜
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か

ら
、
37
年
も
続
い
て
い
る
の
だ
と

思
う
。」
と
初
回
か
ら
参
加
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
教
え
て
く
れ
た
。

　

令
和
３
年
４
月
25
日
、
東
京
国

際
空
港
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
は
、
提
案
に
、
快
く

応
え
て
く
れ
た
。
ゴ
ル
フ
に
参
加

し
な
か
っ
た
者
で
も
、
寄
付
に
賛

同
し
て
く
れ
た
者
も
い
て
、
高
28

回
の
心
意
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
後
日
、
同
窓
会
事
務
局
に
、

高
28
回
有
志
か
ら
の
寄
付
と
し
て

届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

�

南
波　

隆
（
高
28
）

　  同窓会に寄付
 二八会ゴルフチャンピオンシップ

石川氏の作品・常念岳
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お問い合せは事務局まで…
　千葉県立匝瑳高等学校同窓会事務局
　〒289-2144　千葉県匝瑳市八日市場イ1630
　TEL. 0479-72-1541　FAX. 0479-73-6146

広告原稿を募集しています！広告原稿を募集しています！

お問い合せは事務局まで…
　千葉県立匝瑳高等学校同窓会事務局
　〒289-2144　千葉県匝瑳市八日市場イ1630
　TEL. 0479-72-1541　FAX. 0479-73-6146

代表取締役社長
品質管理責任者 鈴　木　正一郎（高29）

鈴木鉄興株式会社

１級建築士
ＷＥＳ（IIW-IWE）国際資格
ＷＥＳ特別級

鋼構造物工事業（Ｈグレード）
一級建築設計事務所

〒289-2152   千葉県匝瑳市松山994-５
TEL 0479（72）1105　FAX 0479（72）1143
設計直通 TEL 0479（70）1208
E-mail suzuki@suzuki-str.com
携　帯 070-4064-0002
ＵＲＬ http://www.suzuki-str.com

SUZUK I   STEEL   STRUCTURE  INC

SUZUKI SHOICHIRO

伊
橋
敏
郎（
中
10
）

 

令
和
3
年
6
月
11
日

山
本
達
男（
中
10
）

 

平
成
30
年
2
月
27
日

伊
藤
伸
男（
中
12
）

 

平
成
30
年
7
月
27
日

佐
賀
井
武（
中
13
）

 

令
和
2
年
11
月
20
日

平
山
一
雄（
中
13
）

 

令
和
2
年
4
月
26
日

柿
内（
石
井
）正
司（
中
14
）

 

令
和
2
年
12
月
20
日

木
川
統
一
郎（
中
14
）

 

令
和
2
年
10
月
22
日

岡
田（
椎
名
）健
夫（
中
15
）

 

令
和
元
年
12
月
16
日

越
川
順
夫（
中
18
）

 

令
和
2
年
2
月
9
日

菅
谷
敏
夫（
中
18
）

 

令
和
2
年
4
月
27
日

疋
田
文
雄（
中
18
）

 

令
和
2
年
10
月
23
日

江
波
戸
章
次（
中
19
・
20
）

 

令
和
3
年
4
月
8
日

白
鳥
喜
久
治（
中
19
・
20
）

 
令
和
3
年
9
月
18
日

萩
原
昌（
中
19
・
20
）

 

令
和
2
年
6
月
8
日

鏑
木
良
治（
併
1
）

 

令
和
元
年
8
月
20
日

廣
田
敏
雄（
中
22
）

 

令
和
元
年
6
月
16
日

加
瀬
信（
併
２
）

 

令
和
3
年
5
月
8
日

林
桂（
高
1
）

 

令
和
元
年
7
月
19
日

西
宮（
秋
山
）恒（
高
2
）

 

令
和
2
年
11
月
16
日

中
西
忠（
高
2
）

 

令
和
3
年
1
月
18
日

加
瀨
勇
夫（
高
3
）

 

令
和
2
年
1
月
22
日

伊
橋
幸
雄（
高
５
）

 

令
和
3
年
4
月
2
日

髙
橋
昌
巳（
高
5
）

 

令
和
2
年
7
月
29
日

片
岡（
並
木
）勝
司（
高
5
）

 

令
和
2
年
9
月
27
日

平
野
克
己（
定
昼
2
）

 

令
和
2
年
3
月

五
十
住（
平
野
）哲
夫（
定
昼
2
）

 

令
和
2
年
11
月
14
日

岩
瀬
邦
彦（
高
8
）

 

令
和
2
年
6
月
6
日

長
谷
川
洋
雄（
高
8
）

 

令
和
2
年
12
月
7
日

川
村（
飯
島
）貴
美
江（
高
９
）

 
令
和
3
年
1
月
21
日

飯
田
勉（
高
9
）

 

令
和
元
年
8
月
14
日

篠
塚
忠（
高
9
）

 

令
和
2
年
11
月
30
日

早
瀬
一
郎（
高
9
）

 

令
和
3
年
6
月
11
日

江
波
戸
勝
男（
高
10
）

 

令
和
元
年
10
月
25
日

江
波
戸（
塚
本
）美
知
子（
高
10
）

 

令
和
3
年
7
月
30
日

飯
島（
石
橋
）義（
定
昼
6
）

 

令
和
2
年
6
月
15
日

石
井
精
一（
高
13
）

 

令
和
3
年
9
月
11
日

高
山
勇
武（
高
13
）

 

令
和
2
年
10
月
3
日

安
藤
正
美（
高
14
）

 

令
和
2
年
8
月
7
日

小
川
功（
高
21
）

 

令
和
2
年
3
月
16
日

伊
藤
健
男（
高
22
）

 

平
成
29
年
7
月
25
日

椎
名
俊
雄（
高
24
）

 

令
和
元
年
7
月
10
日

滑
川
政
江（
高
30
）

 

野
澤
豊（
高
40
）

 

令
和
2
年
6
月
13
日

ご遺族もしくは関係者からご連絡をいただいた方です。
（令和３年９月30日受付分まで）

会員の訃報について、事務局まで情報をお寄せください。

お悔やみ申し上げます

◆長寿長老杖 
　根本　勝弘（高14）

◆旭日中綬章
　佐藤　正己（高11）

★ おめでとうございます ★

※ 受章（賞）についての情報を事務局※ 受章（賞）についての情報を事務局までまで
　 お知らせください。　 お知らせください。

会員の本が
出版されました
　平山健さん（高10）が、読む事典「文
豪の名句・名言事典」を、さくら社
から出版しました。
　文豪たちの名著で使われた美しい
日本語に触れ、語彙力を高めましょう。
　母校図書館にも寄贈されています。

トピックス
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〔
中
22
〕

　

平
野
憲
太
郎 

3

〔
高
6
〕

　

大
木　

正
義 

3

〔
高
9
〕

　

石
毛　

信
一 

3

　

菅
谷　

良
民 

1

〔
高
11
〕

　

川
島　

重
雄 

10

〔
定
夜
6
〕

　

越
川　

重
信 

10

〔
高
13
〕

　

伊
藤　

宏
子 

5

　

小
池
千
代
子 

5

　

柴　
　

和
利 

3

〔
高
14
〕

　

江
波
戸
武
男 

10

〔
高
15
〕

　

竹
内　

玲
子 

3

　

寺
田　

宏
一 

2

〔
高
16
〕

　

斉
藤　

佳
子 

3

〔
高
17
〕

　

大
木　

行
男 

2

〔
高
20
〕

　

浅
野　
　

洋 

2

　

伊
知
地
良
洋 

1

　

加
藤　

仁
美 

5

　

林　

三
千
男 

1

　

柚
原　

広
子 

10

〔
高
21
〕

　

木
下　

隆
夫 
10

　

新
田　

直
子 
1

〔
高
22
〕

　

向
後　

昭
男 

5

〔
高
23
〕

　

手
塚　

洋
子 

3

〔
高
24
〕

　

平
野
日
出
夫 

1

〔
高
26
〕

　

小
林　

茂
子 

1

　

山
邊　

和
昭 

10

〔
高
27
〕

　

加
瀬　

一
也 

10

〔
高
28
〕

　

平
野　

規
予 

1

　

髙
橋　

雅
行 

2

〔
高
29
〕

　

押
田　

明
裕 

1

　

佐
藤　

輝
俊 

1

　

鈴
木　

和
美 

10

　

高
木　
　

茂 

5

　

平
山　

正
世 

10

〔
高
30
〕

　

石
橋　
　

清 

10

　

森
川　

武
男 

5

〔
高
32
〕

　

正
木　

恵
子 

1

〔
高
33
〕

　

伊
藤　

桂
子 

1

　

加
瀬　
　

仁 

1

〔
定
夜
27
〕

　

堀
越　

礼
子 

10

〔
高
35
〕

　

井
田　
　

孝 

10

　

桜
井　

隆
宏 

1

　

鈴
木　

澄
子 

10

〔
高
36
〕

　

石
井
美
智
子 

10

　

大
木　

信
子 

5

〔
高
37
〕

　

畔
蒜　
　

貴 

10

〔
高
40
〕

　

伊
藤　

和
則 

1

〔
高
41
〕

　

施　
　

和
成 

5

　

萩
田　

隆
一 

5

〔
高
42
〕

　

伊
藤　

善
治 
1

　

矢
部　

敬
子 

5

　

山
口　

泰
弘 

1

〔
高
44
〕

　

實
川　

幸
治 

10

〔
高
45
〕

　

田
村
ゆ
う
子 

3

〔
高
47
〕

　

伊
東　

重
春 

10

〔
高
49
〕

　

鈴
木　

邦
弘 

5

　

鈴
木　

茂
孝 

5

　

平
沼
奈
緒
子 

2

〔
高
53
〕

　

川
島　
　

衛 

3

〔
高
54
〕

　

中
山　

玲
奈 

10

〔
高
56
〕

　

小
久
保
真
喜
子 

10

　

向
後　

昌
弥 

10

〔
高
58
〕

　

林　

由
布
子 

10

〔
高
59
〕

　

安
井　

千
絵 

10

　

千
葉　

郁
美 

2

　

牧　
　

寛
子 

3

〔
高
60
〕

　

品
村　

和
成 

1

〔
高
63
〕

　

枝
川　

良
祐 

5

　

北
田　

真
規 

2

〔
高
64
〕

　

齋
藤
紗
和
子 

3

　

齋
藤　

静
吾 

3

　

荒
木　

祥
行 

10

〔
高
65
〕

　

枝
川　

孝
之 

5

　

小
林　

真
幸 

1

　

吉
田
健
太
郎 

1

〔
高
66
〕

　

伊
藤　

悠
樹 

1

　

鷲
見　

賢
都 

5

酒
井　

直
光 

（
高
29
）

塚
本　

貢
市 

（
高
30
）

高
橋　

康
二 

（
高
31
）

武
田　

英
樹 

（
高
32
）

小
泉　

泰
孝 

（
高
39
）

阿
曽　

博
通

 

（
会　

長
／
高
29
）

宇
野　

典
男

 

（
事
務
局
／
高
30
）

《第55号編集委員》 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
2
0
1
9
年
11
月
に
初
め
て
確

認
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
影
響
で
我
々
も
自
粛
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
年
度
の
同

窓
会
行
事
等
は
残
念
な
が
ら
開
催

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

感
染
は
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
が
、
こ
の
ま
ま
収
束
に
向
か

い
、
来
年
度
は
ま
た
同
窓
会
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

匝
瑳
高
校
は
ま
も
な
く
創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き

た
精
神
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
同
窓
生
の
情
報
や
記
事

を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

�

編
集
委
員
長　

酒
井　

直
光

※令和２年10月１日〜
　令和３年９月30日

受領分

◆�◆�同窓会費とは同窓会費とは�◆�◆

　会費は１年間1,000円で
す。30年間分３万円が終
身会費です。年会費納入
者下欄の数値は、今回の
納付年数となります。
　納入書はホームページ
からも入手できますので、
ご協力をお願いします。

編編

集集
後後

記記

年
会
費
納
入
者

年
会
費
納
入
者

〔
中
18
〕

　

小
林　

正
樹

〔
中
21
〕

　

八
木　
　

巌

〔
高
6
〕

　

成
家　

富
子

〔
高
10
〕

　

水
出
壽
美
枝

　

山
田　

朝
子

〔
高
12
〕

　

山
中　

和
夫

〔
高
13
〕

　

太
田　

義
一

〔
高
14
〕

　

渡
辺　

次
郎

〔
高
16
〕

　

大
塚
百
合
子

〔
高
17
〕

　

山
　

陽
子

〔
高
18
〕

　

古
市　

祝
子

〔
高
19
〕

　

小
棚　

初
子

〔
高
20
〕

　

秋
山　

孝
夫

　

及
川
ゆ
き
子

　

古
西　

三
男

　

茂
呂　

和
枝

〔
高
21
〕

　

井
上　

泰
光

　

石
毛　

正
英

　

大
谷
か
お
る

　

勝
山　

慶
一

　

佐
藤　

久
雄

　

林　
　

富
江

　

松
崎　

菊
江

　

渡
辺　

敏
子

〔
高
23
〕

　

小
堀　

健
一

〔
高
24
〕

　

椎
名　

俊
雄

　

鈴
木　

久
子

〔
高
25
〕

　

向
後
喜
美
子

　

高
橋　
　

栄

〔
高
26
〕

　

磯
部　

俊
光

　

作
佐
部
博
昭

　

林　
　
　

剛

〔
高
27
〕

　

古
明
地
智
子

　

越
川　

俊
幸

　

平
山
美
津
子

〔
高
29
〕

　

酒
井　

直
光

　

宮
應　

芳
男

〔
高
30
〕

　

宇
野　

典
男

　

醍
醐　

邦
治

　

平
山
美
代
子

　

杉
岡　

邦
夫

〔
高
31
〕

　

江
波
戸
恵
子

　

椎
名　

理
子

　

柴
山　

峯
保

〔
高
32
〕

　

古
山　

一
郎

〔
高
33
〕

　

外
口　
　

央

〔
高
34
〕

　

堀
江　

克
浩

〔
高
35
〕

　

瀧
田　

進
市

〔
高
36
〕

　

手
束
ひ
ろ
み

〔
高
37
〕

　

平
野　

信
行

　

渡
邉　

錦
一

〔
高
38
〕

　

椎
名　

誠
二

〔
高
40
〕

　

渡
邉
由
美
子

〔
高
49
〕

　

渡
邊　

陽
介

〔
高
50
〕

　

鈴
木
し
の
ぶ

〔
高
51
〕

　

多
田　

昌
人

　

鈴
木　

弥
生

〔
高
53
〕

　

大
川　

博
信

　

勝
山　

利
彦

〔
高
54
〕

　

高
木　

賢
一

〔
高
56
〕

　

渡
邉
雄
太
郎

〔
高
57
〕

　

府
川　

幸
代

〔
高
57
〕

　

神
田　

拓
真

〔
定
夜
51
〕

　

髙
山
あ
ゆ
み

〔
高
59
〕

　

大
木
佳
那
世

〔
高
60
〕

　

宇
井
沙
和
子

〔
高
66
〕

　

宇
野　

詩
織

〔
高
67
〕

　

宇
野　

智
絵

終
身
会
費
納
入
者

終
身
会
費
納
入
者


